
佃幼稚園 令和２年度 

学校評価公表シート（関係者評価） 
令和３年３月３１日 

 
・年度末に関係者評価委員にお集まりいただき、一年を振り返り評価をいただきました。  

・園長を座長とし、口頭での討議に不慣れな方もいらっしゃると想定し、付箋を用いた「田の

字法」で、ご意見を伺いました。 
・ご意見を頂いだ後に園長から、各意見に対し回答ならびに説明を行った。 
・今年度は新型コロナ感染症対策として、評価委員の人員を縮小して行った。 
 
※会議日程 令和３年３月９日 

出席評価委員： 保護者を代表する委員 ３名 
      進行役   ： 園長 
 
設問① 「佃幼稚園」について、いいなと思う点や、好きなところは？ 
ご意見： ○のびのびと自由に子どもたちを見守ってくださっている。 

○各学年の交流があり、他人との関りが多い。 
○参観が多く、子どもの様子をみる機会が多い。 
○先生方がクラス以外の園児、未就園の兄弟の名前も覚えてくれている。 
○先生方の雰囲気がとても明るく柔らかい。 
先生が元気で明るいので子どもたちもパワーをもらえる。 

○幼稚園の延長で習い事が出来る。課外教室が充実している。 
設問② 「佃幼稚園」について、イマイチだなぁと思うところ、嫌なところ、改善して

ほしいところは？ 
ご意見： ○体育やサッカー以外のお勉強系の課外教室があれば。 

○写真の掲載は嬉しいが、どんな様子だったのか知りたい。 
○親子遠足が無くなってしまったのが残念。 
○先生方が退職されるときの子どもたちの配慮。事前に知らせてほしい。 
○（保護者会の）役員の負担が大きい。 

設問③ 「佃幼稚園」について、今後、こうはなってほしくないなぁと思うことは？ 
ご意見： ○先生の人数を減らす。  ○悪いニュースに出て欲しくない。 

○コロナ禍で仕方がないが、参観等の行事が減って欲しくない。 
○他園と競争することはなく佃幼稚園の良さを守っていって欲しい。 

設問④ 「佃幼稚園」について、将来、こうなっていったらいいなと思うことは？ 
ご意見： ○（保護者会の）役員の負担を少しでも減り、親が楽しんで役員・行事参加 

出来るように。 
○園での子どもたちの様子がもっと知れる環境。 
○保護者会がもっと活発になり、人任せにならない。。 



２．所感 並びに その他 
子供たちが、様々な経験をし、のびのびと遊ぶ中で、主体的に活動できるように成長を

援助する園の方針が受け入れられていると実感する意見がみられ、その継続が望まれてい

ることが伺えた。 
一方、小学校への進学に向けて、勉強も取り入れて欲しいというニーズもみられた。 

遊びの中で、ひらがなやカタカナに興味をもったり、読み書きを伴う活動を取り入れてい

ることをもっと伝えなければと感じた。 
 委員の方々をふたば会（保護者会）の役員の方にお願いしたこともあり、ふたば会に関

する意見が多くみられた。少しずつ改革を進めているが、例えば１０年前２０年前と比べ

れば、その内容はまったく異なっているが、１・２年の任期の中でそれを実感いただくこ

とは難しく、なにより保護者をとりまく環境や価値観も大きく変わっており、また多様で

あり、結果として例年同じようなご意見をいただくことになり、喜んで参加いただけるよ

うな機会になっていないことに申し訳なく思う。 
保護者の多様化もあり、参観や行事・保護者会活動など運営が難しいことも多く、その

運営については今後も工夫が必要だと感じた。また、それぞれの立場により感じかたも多

様であり、全ての意見を取り入れることは困難であり、多様なニーズを拾いながらも、各々

のニーズにそぐわないことでも受け入れて頂くための説明などの難しさを実感した。 
コロナ禍とあって、参観や園庭開放など実施できずにいるか、まずは在園児の保育を第

一に考えて対応していることに理解を求めた。 
 
 


